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本研究の 目的は, 新聞記事が示す看護 に関す る論評内容を明 らか に し, そ れ に対応す る看護学教育 の 課題を検討す る こ と

で ある｡ 本研究 の デ ー

タ は1 9 94 年 か ら1 99 6 年 の 朝 日新聞で あ り, 分析 に は 内容分析を用 い た｡ そ の 結 果 看護実践, 看護婦

(士) の 労働環境, 看護制度, 看護教育 , 看護 の 社会的価値, 看護 と宗教 に関す る論評の 存在が明 らか に な っ た ｡ 本研 究 の

結果 は, 看護学教育 におけ る学生 へ の 看 護実践者 と して の 態度, 及 び, 看護婦 ( 士) の 労働環境, 看護制度, 看護教育 の 整

備 ･ 向上 を自律的 に遂行 し得 る基礎的能力育成の 重要性を示唆 し た｡

K E Y W O R D S : n u r si n g e d u c a ti o n a l t a s k s ,

n e w s p a p e r a r ticl e s

I
. 緒 看

本研究は, 社会 ニ ー ズ に 対応する看護学教育の課題検

討に おける基礎資料作成をめざし
, 新聞記事が示す看護

へ の 論評内容の 解明を試み たも の で ある｡ 大学基準協会

看護学教育委員会報告が , 看護学の高等教育機関に おけ

る自己点検 ･ 評価項目の ひ と っ に｢ 社会 ニ ー ズ へ の 対

応｣
1 ) を 挙げて い るよう に

, 社会 ニ
ー ズ は

, 看護学教育

の現状を評価 ･ 改善する ため の重要な指標で ある｡ 人 口

の少子化 ･ 高齢化 疾病構造の変化 保健 ･ 医療 ･ 福祉

制度改革の 進展等を背景に , 目前 に迫る2 1 世紀 に 向けた

看護学教育の 課題を検討するに は, 社会 ニ
ー ズ

2)
の

一

側

面を反映する看護 へ の 意見 主張の 解明が必要不可欠で

ある｡

ま た
, 新聞は, マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活動を行う メ

デ ィ ア で あり
3 )
,
そ の 活動とし て , 事件 の 発生, 推移,

背景等の情報を伝える ｢ 報道活動｣ , 慰安 ･ 娯楽的内容

の メ ッ セ
ー

ジ を提供する ｢ 娯楽活動｣ , 教育や啓蒙的内

容をも っ た ｢ 教育 ･ 教養活動｣ に加え
,
意見や主張を伝

える ｢論評活動｣ を行う
4 )
｡ 新 聞の 中で も特に 不特定多

数の読者の ニ
ー ズ に応える

一

般紙
5 ) を対象と し, 看護 に

関する論評記事の 内容を分析する こと に より
, 多様な立

場 ･ 状況 に ある人々 の看護に対する意見や主張が明らか

に なる可能性は高い ｡

文献検討を行 っ た と こ ろ, 看護 に 関する社会 ニ
ー ズを

新聞記事を通 して 解明した研究は存在しなか っ た｡ そ こ

で
, 次 に述 べ る研究目的達成に向け, 本研究に着手した｡

Ⅱ . 研究目的

新聞記事が示す看護に 関する意 見 主張を明らか にし
,

そ れ に対応する看護学教育の課題を検討する｡

Ⅲ . 研究方法

1
. デ ー タ 収集

本研究にお い て は
,

一

般紙 の 中で も全国紙
6 )
に 分類さ

れる朝日新聞の
,
1 9 94 年 から19 96 年 の 3 年間分を対象と

した｡ 看護 に関する論評記事を抽出するため , まず第
一

に
, 朝 日新聞の 全文記事情報で ある C D - H I A S K を用 い,

キ ー

ワ
ー ド ｢ 看護｣ を含む記事を検索した｡ そ の 結果,

19 94 年 に は3 06 件, 19 95 年 に は272 件, 19 96 年 に は2 79 件

の記事が存在した｡ これ らは, 論評記事, 報道記事
,
娯

楽記事, 教育 ･ 教養記事の全て を含むため, 第 二 に , 検

索した記事を精読し, そ の中か ら看護に 関する論評記事

を抽出した｡ そ の 結果, 1 99 4 年 に は74 件, 19 95 年 に は5 7

件, 19 96 年 に は42 件の , 看護 に関する論評記事が存在し

た｡ 本研究に お い て は, こ れ ら計1 73 件 を分析対象 と し

た｡

2
. デ ー タ分析

デ ー タ分析に は, ベ レ ル ソ ン の 内容分析
7)
の 手法を用

い た｡ す なわち
,
記録単位 は1 内容1 項目とし て カ テ ゴ

リ化 で きる看護に 関する論評内容とし, 文脈単位は 1 記

事 1 単位とする ス ペ
ー

ス ･ 回数測定とした｡ ま た, 記録
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単位の カ テ ゴ リ化は意味内容の類似性 に基づ い て 行 い ,

各 カ テ ゴ リ毎 に分類された記録単位の 出現頻度は数量的

に 集計した ｡

3
. 本研究 の信頬性

本研究の信頼性を確認するた め, 看護系大学院に在籍

する大学院生 2 名 に分析を依頼し, ス コ ッ ト の式
8)
に 基

づく
一

致率 の算出を行 っ た｡

Ⅳ
. 結 果

1
. 分析対象と した記録単位数と論評者

研究対象とした記事17 3 件 は, 35 1 記録単位, 17 3 文脈

単位に分割で き た｡ 35 1 記録単位 の う ち, 12 7 記録単位

(3 6 .2 % ) は看護職, 72 記録単位 (2 0 .5 % ) は
一

般の人々 ,

6 0 記録単位 (1 7 .1 % ) は国
･ 地方自治体 ,

4 6 記録単位

(1 3 .1 % ) は医療関係者, 4 6 記録単位 (1 3 . 1 % ) は 新聞

記者に よる論評で あ っ た｡

2
. 看護に関する論評記事が形成 したカ テ ゴリ

35 1 記録単位を意味内容の 頬似性に 基づ き分類 した結

晃 6 カ テ ゴ リが形成された (表 1 ) ｡ 各記録単位と カ

テ ゴ リ の 関連は, 表 2 - 1 , 2 - 2 に 示した ｡ 以下, こ

れ ら 6 カ テ ゴ リ に つ き結果を論述する｡ な お ,
カ テ ゴ リ

の論述中に( ) で示した数値は, 記録単位数を表す｡

表 l 薪聞記事における看護に関する論評内容: カテゴリ
- 一

覧

カ テ ゴ リ 記録単位数 ( % )

1 . 看護 実践 156 ( 4 4 .6)

2 . 看護婦 ( 士) の 労働環境 91 ( 2 5 .9)

3 . 看護制度 59 ( 1 6 .8)

4 . 看護教育 30 ( 8 . 5)

5 . 看護 の 社会的価値 1 2 ( 3 . 4)

6 . 看護 と宗教 3 ( 0 .9)

合 計 351 (1 0 0 ,
0)

1 ) 看護実践

看護実践の カ テ ゴ リ は, 15 5 記録単位か ら形成さ れ,

記録単位総数の4 4 .2 % に 該当した｡ そ の具体的論評内容

は, 医療施設にお ける看護実践 ･ 看護
･

看護婦 (士) の

質, 及 び, 診療報酬に関する論評, 訪問看護
･ 在宅看護 ･

公的介護保険に関する論評, 看護婦 (士)
･ 医師 ･ 患者

関係に 関する論評, 災害看護, イ ン フ ォ
ー ム ド

･ コ ン セ

ン ト に関する論評の 5 種類 に分類で きた｡

医療施設にお ける看護実践 ･ 看護
･

看護婦 (士) の質,

及び , 診療報酬に関する論評は10 6 記録単位で あり, ｢ 看

護婦が心身共に疲労なく, 主体的に生き生き働 ける こと

が患者に と っ て重要, そう で なければ患者が危険だ｣ (7) ,
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｢ 看護婦 (士) 数 の基準が実態にあ わ な い
･ 基準自体が

低い ･ 改善が必要｣ (5) , ｢ 病院の流れ作業の ようなお産

は いや
, 助産所で 出産 した い｣ (3) , ｢ 食事や排紳介助,

日常生活援助は患者が生きて いくため に欠かせな い 看護

婦の仕事だ｣ (3) , ｢ E T ナ
ー ス を充実する必要が ある｣

(2) 等 で あ っ た｡ ま た, こ の 中 に は, 看護婦が , 主体的

(7) , 自立的 (2) で , 患者 に対し て明るく, 優 しく, 不

安を真筆に受け止め (5) , 理 解
･ 尊重 ･ 共感と ユ

ー モ ア

をも っ て (4) , 人権意識高く (2) , 同 じ人間同士とし て

(4) , 迅速 に (1) , か つ , 最善を つ くし て (1) 対応する

こと等に 関する, す なわち, 看護婦の態度的側面に 関す

る論評32 記録単位が含まれてい た｡ こ れ らは, 医療施設

に おける看護実践 ･ 看護 ･ 看護婦 (士) の質, 及 び, 診

療報酬 に関する論評全1 06 記録単位 の3 0 .1 % , 分 析対象

と した全35 1 記録単位の9 .1 % を 占めた｡

訪問看護
･ 在宅看護 ･ 公的介護保険に関する論評は2 6

記録単位で あり ,
｢ 訪問看護制度の 整備を要望 ･ 推進す

る｣ (10) , ｢ 熟練 した訪問看護婦を養成する必要がある｣

(1) , ｢ 地域 ･ 家 で看護の プ ロ に見守られ て死に たい｣ (1) ,

｢ 訪問看護で は家族が い な い こ とを前提に2 4時間をカ
バ ー

す る必要がある｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護婦 (士) ･ 医師
･ 患者関係に 関する論評は11 記録

単位で あり, そ れ らは, ｢ 看護婦と患者 は人間同士の 関

係だ｣ (1) , ｢
一

方 的な看護で なくな るよう患者か らの 声

に耳を傾けて ほ しい｣ (1) , ｢ 医師は看護婦 へ の 理解が薄

い｣ (1) , ｢ 看護婦が医師を『先生』 と呼び患者に 権威の

浸透を図る の はおか し い｣ (1) , 等 で あ っ た ｡

災害看護に関する論評は6記録単位で あり, ｢ 震災後の

復興事業と して 訪問看護を整備する｣ (2) , ｢ 震災時, 医

師や看護婦の派遣の 申し出を情報不足と役所仕事の壁で

生かせ なか っ た の は残念だ｣ (1) , ｢ 震災時, 家族と共に

泣き気持ちを思いや る のが大切だと思 っ た｣ (1) 等で あ っ

た｡

イ ン フ ォ
ー ム ド ･ コ ン セ ン ト に 関する論評は6 記録単

位で あり, ｢ 患者 に と っ て大切な こ と は教え て ほ し い｣

(1) , ｢ イ ン フ ォ
ー ム ド ･ コ ン セ ン トが広がるとよい｣ (1) ,

｢ イ ン フ ォ
ー ム ド ･ コ ン セ ン ト を評価する機関の 設置

･

運営を求める｣ (1) 等 で あ っ た｡

2 ) 看護婦 (士) の労働環境

看護婦 (士) の労働環境の カ テ ゴ リは, 9 1 記録単位か

ら形成され , 記録単位総数の2 5 .9 % に 該当した｡ そ の 具

体的論評内容は, 看護婦 (士) の 勤務体制に関する論評,

看護婦 (士) の マ ン パ ワ
ー

に 関する論評, 看護業務の整

理 に関する論評, 看護婦 (士) の地位に 関する論評, 看

護婦 (士) の報酬に関する論評の 5 種類 に分類で きた｡



表 2 -

1 新聞記事における看護に関する評論内容 : 記録単位とカ テ ゴリ の関連

紀 録 単 位 カ テ ゴ リ

● 看捷婦が心身共 に 疲労 なく . 主体的 に 生き生 き働ける こ . 看株間甥の 解決 が必要だ(l ) 1 - l . 医 療 施 設 1 . 看 捷実 践
とが 患者( = と つ て 重要 ､ そ うで な けれ ぱ患者が 危険だ(7) . 医療 . 福祉I= 関す る情 報提供は 看腫 婦の 役割だ(1) に おける苛性 (1 5 5 ,

4 4 .2
･

看捷婦 ( 士) 数の 基準が 実態に あわ な い
.

基準 自体が 低 ● 医 師 , 有様殊 に は長春 を尽 く し てほ しい (1) 実践 . 看捷 .

% )
い , 改善 が必要(5)

.

感 染予防I = は医療従事者 の 毎E) の 意捉 的行動が必要 だ(1) 看捷 婦 ( 士)
･

付添婦廃 止 が本 当に 患者 の た め にな るか 疑問だ , 患 者は ●産 むの は 母親で
一

歩下 が つ て 手伝うの が助産 婦(ー) の 常 , 及び
,

病院 に居 づら く なる(5) . 看捷業務 の
-

部 と重 なる清 神保健福祉 士 制衣(ま間 甥だ(1) .

..二..
::,
n ,

･

付添婦廃止 を推進す る(5) . 付添婦 で 人手不 足 を補う の は 日本の 恥部 だ(1) (1 0 6 .30 .2 % )
● 明 るく､ 優 しい ､ 不 安 を真撃I = 受 け止 め て くれる看捷婦

一

薬剤糞 削減で 浮い た兼用 を苛性料に 振 り分け る ベ きだ(1 )
の 存在 に ほ つ と し ､ 幸 せ だ つ た(5)

.

診療報酬( = 外来者捷料 を新 穀 し有様婦の 配置 基準の 見直 し
● 患者の 心理状態 の 理解

.

尊 重
. 共感的

.

ユ
ー モ ア の ある を行う べ きだ(1)

対応は 重 要だ( 4)
.

新 しい看 捷の あリ方 を作 り出すの も プロ フ ェ ッ シ ョ ナル の
● 看捷婦は強 く優 しい ､ ほ つ と で きる存在 で い て ほ しい(4) 仕事の ひ と つ だ(1)
･

付添婦廃止 対策I= は 看腫婦
. 補 助者増兵 ､ 手の か か る患

.

有性の 理解者 を増や す努力 が必要だ(1)
者の 退院促進 が ある(3)

.

睦床で の 積 み 重ねを研究 に生 か したい (1 )
･

看捷を含む総 合的 医療コ
-

デ イ ネ- トが必 要だ(3) . 日常生活援助 に おける判断 プE] セ ス が看捷の 専Pl 性だ(1)
･ 理想と す る看 捷が で きず悩む こ と がある(3)

.

看捷界の 問題 を変革I = まで もつ て い きた い(l)
･

病院 の 流れ作 業の よう なお産 で なく助産所 で産 み た い(3 )
.

子供の 入院生活 を支え るため に看凍 婦
.

保母
.

教 具
.

臨床
･ 食事 や 排itE 介 助 ､ 日 常生活 援助 は 患者 が生 きて い くため 心理士等専F

'
1 スタ ッ フ の 充実と連携 が必 要だ(l )

に 欠か せ な い 看捷 婦 ( 士) の 仕事 だ(3) .

患者が看凍の 質 で 南幌 を選ぶ 辛がか りに 看捷活 動例 を報 告
･ 春吉隻には 人 間同 士 がふれあう対括 が最 も重要 だ(2) する(1)
･ 陣痛促進剤 を使うと きは 看妊婦が産婦 の そ ぱを離れない ●四 つ た ときの 迅速 な対応がよ か つ た(l)
よ うI= し て ほ し い(2 ) ●曹 操婦がナ

ー ス キ ャ ッ プをや めて 臆 しや すく な つ た(1 )
･

看推婦は 死L = ゆく 患者 と 家族 へ の 援助 を行 う(2) . ナ
ー

ス キ ャ ッ プの 先 は 患者 に 当た つ て危 険だ(1 )
● 看捷婦の 自立

.

有珠の 探求が 必 要 だ(2)- . ナ
ー ス キャ ッ プをか ぶ つ て い た方がわ か りやすい (1 )

● 患者を抑制 しな い看拝 婦は さすが ､ 抑 制は 人権憲 持の 低 . 付 添婦廃止 に よ り病床 が重 症者 に退院 を求め るの は 労伽過
さの 反 映だ(2) 重 を看捷婦が いや が りや めるか らだ(1)

･ E T ナ ー ス を充 実する必要 がある( 1)
.

現行の 診療報酬 で は 付添婦廃止I= 代わ る看捷婦の 増鼻は 不
･ 裾創 予防が点数l = ならず祷創 処置が点数 に なる診療報酬 可 能だ(1)
制度 は おか し い(1 ) . 看捷婦 不 足で 付添婦が必要 で もや み 付き添 いI = なるの は お

･ 盆暮れ前( = 増 え る醗発分娩は 病院 環境の 貧 しさだ(1 ) か し い(1)
･ 膨大 な看枝 葉務 はE3 本病院環境 の 貧 しさ だ(1)

.

基準看性病院 で 付添婦 をつ けて い る病院は 基準取り消 しで
● 医師も看韓 婦も患 者が自分と 同 じ人 間で ある こ と を忘れ 対処す る(1)
て いる

,
人間ら しく放 つ て欲 しい(4)

,

看捷婦数が実際 の 届 け出と違う 頼院 は 処分する(1)
･ ベ テ ラ ン 看捷婦の 観察 力と判断 力は大切 だ(1)

. M C U の 充実を願う(1)
･

看捷婦が 付添婦か らお金 を受取 るの は おか しい(1)I .

付添婦な し で柄慌 聴且の み で 対 応不 可 能か どうか は デ
ー

タ
･ ご飯 に おか ず と薬 を混ぜて 患者l = 食 べ させ るの は おか し l = 基づ いて 陛給 したい(1)
い( 1 ) . 公 文‡の 春雄妃* (まニ 本線を引 い て 訂正 す べ きだ(1 )

･ よい 医療 に つ い て の 意 見がまと ま つ て い な い(1)
.

有 床診療所に も看 捷
.

介捷及 び構造取 柵に 関す る基準 を検
･

病状や薬の 説明の 現状 は 不 十分 だ( り 討 する(1)
･ 体が不 自由 に な つ たら看 捷の あ る施設 で ‡ら したい (1) . 先進 的看捷の 事例 を紹 介 した報告壬 を頼慌 改革に 役立 て て
･ 出産に は 助産 所の 自然 さと 異常時の 医療行為 を両 立で きる ほ しい(1)
場所がよ い (1)

･

坊間看権利度 の 整併 を要望
.

推進す る(1 0)
.

建 たきり老人 を渡らす こ と は 肋間看捷の 大 きな仕事だ(1) 1 -2 . 肋 間 有 性
･

熟練 した妨間 者株婦 を‡成 する必要が ある(1)
.

. 最期の 看取 りまで ‡任 を持 つ 高齢者用 マ ン シ ョ ン を連投す ･ 在宅看捷 .

･

地域
.

家で 看 捷の プロ に見 守 られ て死 に たい (1 ) る(1) 公 的介捷保険
･ 在 宅ケ ア に か か る兼用 を稚 が負P_ す るか 検討が必要 だ(1 )

.

肋間手 練事 業 - の 低公 幸手 書及 を計画す る(1 ) ( 2 6 ,7 . 4 % )
･ 在宅ホ ス ピス の 看桂婦 は 患者 や 家族の 賭 し相手 をす る こ . 看捷婦 の 開業に よ リ患者の 選択肢が広が つ たの で 期待.L た
とも大 切 だ(ー) い (1)

･ 在宅 ケ ア は 必 要 と 思う 人 が
一

生懸命や らねぱ進 まない(1 ) . 公 的介 株保険で 手性の 専F
l
1 ‡I = 個別性l= 応 じたケア プラ ン

･

リ ハ ビ リ ど こ ろ で は な い 退院 後の 患者の 状況は 何 と か し を作成 して もら える よ う に なる(ー)
なけれ ばなら な い (l) . 肋間有 様サ

ー ビス は 公 的保 険の 対象 と なる(1 )
･

坊間看 株で は メ ン タル ケア の 必 要性が高 い (1 ) . 症状 に 応 じて 坊間有様や ヘ ル パ
ー

派it を組み 合 わせ る(1 )
･

訪問看 獲で は 家 族がい ない こ とを前提 に24 時間 をカバ
ー

. 公 的介 捷保険は医療 . 看捷 か ら介捷を切 り離す 医療暮抑制
する必要が ある(1) 政策の

一

環だ(り
･ 看捷婦と 患者 は対等な人間 同士 の 関係だ(3)

.

看捷婦 が医師を ｢先生｣ と呼 び患者 に 権威の 浸透 を図るの 1 -3 . 有 様 婦
･

看穣 婦は患者 の 代弁者と_ して 医師 に向き あう(3) は おか しい(1) ( 士) ー 医 師
･ 一 方 的な香焼 で な〈な るよう 患者からの7* に 耳 を傾 け て

.

看捷の 本質は 医師の 手伝 い で は ない の に う まく手伝う人の ･ 患者関係
ほ しい(1 ) 方が評価 がよ い(1) (1ー.3 .2 % )

･ 医師 は 看捷婦 ヘ の 理 解が薄 い(1 ) .

有様婦と 患者が対等だ と考 え る者が何人 い るか (l)
･ 医師 と 患者 は 点 と 点､ 看捷 は 面 だ(l) ,

手練士 が増え ると 医師 と有様 婦の 上 下 関係が変 わる(1)
･ 農災後の 復興事 業と して 坊間 看捷 を整備 する(2)

.

3E 災時 . 心マ ッ サ
ー

ジを して い る書経婦L= 次の 処正l こまわ 1 -4 . 災 害 看捷
･ 井災時 ､ 医師や 看 姓婦の 派

､

の 申 し出 を II 報不 足と役 所 るよう 言う の は つ らか つ た(1) (6 ,1 .丁% )
仕事の 壁 で 生か せ なか つ たの は残念だ(l) . )E 災時 ､ 自分を犠牲f= し て看様 に 携わ つ た人 々 を 一 般 の 人

･ 果災時 ､ 家 族と共I = 泣き思 い やるの が大 切(1 ) に も知 つ て ほ しい(l)
･

入院 患者 が春暖 ヘ の 希望 を申 し出られ るの は イ ン フ ォ
ー

. イ ン フ ォ - ム ド ' コ ンセ ン ト が広がると よい(1) 1 - 5 イ ン フ オ
ム ド .■コ ン セ ン ト の ひ と つ の 指針だ(1) . イ ン フ ォ - ム ドコ ンセ ン ト を評価す る機関の 投荘 - ム ド .

コ ン
･

患者に と つ て 大切 な こ とは 敢 え て ほ しい (1) . 運営 を求 める(1) セ ン ト
･ 癌告知を受 け た 後 の 悩み を看捷 婦I = 聞い て ほ しか つ た が 一 告知は 医師や 看捷 婦( = 患者 . 家族の 心 の ケ ナ をど うす るか ( 6 .1 . 7 % )
賭せ なか つ た(1 ) を問う て い る(ー)

注 : カ テ ゴ リ ｢ 看捷実践｣ の う ち ● 印は 看捷婦 ( 士) の 態度(= 関す る妃述を示 す .

看護婦 (士) の勤務体制に関する論評 は5 3記録単位で

あり, ｢ 二 交代制 は看護婦の 労働強化 ･ 健康障害 ･ 家族

の負担に つ なが る｣ (12) , ｢ 二 交代制 は看護の 質低下 ･

患者 ･ 蒙族 の 負担に つ なが る｣ (8) , ｢ 二 交代制 は患者の

安｣L ､感 に つ な が る｣ (3) , ｢ 交代制勤務で は個々 の病院の

事情に併せた環境づくりをす べ きだ｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護婦 (士) の マ ン パ ワ ー

に 関する論評 は2 7記録単位

で あり , ｢ 看護婦数が少 なすぎ, 増員が必要だ｣ (5 ) ,

｢ 看護婦不足で夜1 0 時 ま で働 い て も休めな い｣ (1) , ｢ 看

護婦不足解消の ため看護婦の 地位と待遇の 向上を図る べ

きだ｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護業務の整理 に 関する論評は5 記録単位で あり, ｢ 他

職種の活用に より業務整理と看護婦 (士) の労働軽減を

はか る べ きだ｣ (5) で あ っ た｡

看護婦 (士) の地位に 関する論評は4 記録単位で あり,

｢ 看護部長を病院経営の ト ッ プ に加え る べ き だ｣ (1 ) ,
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表 2
-

2 新聞記事における看護に関する評論内容 : 記録単位とカテゴリ の関連 (表 2
- 1 の 続き)

妃 錬 単 位 カ テ ゴ リ

･

ニ 交代制 は看捷婦 の労 耶套化
. 健 康障害

,

家族の 負担 に
.

ニ 交代制で は 3 人 体制 と す べ きだ(1)

･三墓詣.
'

i
2

i 捷の - - 家族の 負 担に な る(8 , ;器這衰重違警買曇琵芸誓≡孟芸,:芸≡…:{ゝ 要(.,
2 -1 . 看 捜 婦
( 士) の 勤務
体制
(53 .1 5 .1 %)

2 . 苛 性 婦
( 士) の 労
:LI 主辛■_r 二
(91 ,25 .9 % )

･ 看捷婦の 夜勤 は 貸金割り増 し だけ で な く労 働時間短縮 も
, ニ 交代 制 は右 肘 ヒ社会 - の 対応に 効果的 だ( 1)

溺藍雛襲
'

:::3,
,I

.

(3, ≡欝慧雪雲禦苧至宝
'

t

:
:
{芋蔓…三三F=三

･

裏書即 実施 時
の 労働 時間

. 廃止判断 の 権限は 施設 長に :雪印摘果毒性舶熟紺青ヒ招肖拘 る(1)

儲雑雛品i2, w …憂萱甜蔓葦葦菜較責,fj
.

,

,

'1 '

･

看牲帝増 鼻の ス トラ イ キ に 厚生省 は何 を し て い るの か(1)
.

有様婦 不 足で 夜10 時 まで触し
､ て も翌El 休めない(l )

2 - 2 . 看 捷 婦
( 士) の マ ン
パ ワ

ー

(2 7 .
7 .丁 % ))

･ 他職種 の 活用 に よ リ業務 整理 と看捷 婦 ( 士) の 労 働権漉
2 - 3 . 有様 業 務
の 整理
(5 .1 .4 % )

をは か る ベ き だ(5)

･ 看練部長 を病院 経営の ト ッ プ, = 加 え る ベ きだ(1 )
. 病院 で の 有様姑の 地位が低す ぎる(1 )

･ 今後の 在 宅ケア の ため に 看陳婦 に も つ と 権利や ‡任を与
. 有性 婦は 仕事 に輔 を出すほ ど主 体性 ､ 創造性が押

え る必 要 がある(1) さ え られて い ると感 じ て い る(1)

2 -4 . 手 技 婦
( 士) の地 位
(4 .ー.ー% )

･ 女性が 多い ため看捷婦 ( 士) の 賃 金は低く押さ え られて
2 -5 . 手 練 姉
( 士) の 報 酬
(2 .0 .6 % )

きた(2)

･ 准看性婦 ( 士) 制度 は 廃止 す べ きだ(2 3)
. 高校 衛生手練 科を廃止 す べ きだ(1)

･ 就業中 の 准看株婦 ( 士) が看捜婦 ( 士) 免許 を取得で き
. 無 資格の 准看捜婦 ( 士) 学校 生徒に 苛性業務を行わ せ て は

牒蓋≡離鮎弊害軍書引…ミ;蓋壷酪芸芸芸芸蒜芸…,::::ニ,
" き

･ 准看維 婦 ( 士) 学校 生鹿 の お礼 奉公 廃止 に 向けた制度整
. ;t 事捷妨 ( 士) ‡成fI 止 後 の 書抜教† に つ い て 考 え なけ れ

併 を行 う(2) ぱならない(1)

3 -1 . ,

l

t 有珠 婦
( 士) 制度
(44

.
1 2 .5 % )

3 .有 性制度
(5 9 .1 6 . 8 % )

:

'

蓋重量撃重責琵蓋蓋壷重義&
5'

w
f芸t
(

i
,
,i い 配 船 * (. ,

‥誓整至芸買声是晋[:号蓋淵 謂駅蒜芸文L ば -
3 - 2 . 書 姓 士 .

助産士
(9 ,2 ,6 % )

;買藁冨富岳重宝蓋霊芝苦言重態竺害ヒ:…1;
=蓋蓋壷套琵琶垂宣貢琶準苛悪業嘉習 牒 お

'

# -
3

-3 . 考 株 婦
( 士) 匹‡拭
J* ( 6 .l . 7 % )

･ 通庸教育 や 夜間制 をjI 入 して は どうか (2 )
.

看捷大学 で有 性短大卒兼生以 外の 絹入学 を放 めない の は お 4
-1 . 有 性 婦
( 士) 養成教
育(2 5 .丁.1 % )

4 , 手旗 教育
(3 0 .8 .5 % )･

全寮制は 廃止 し ､ 入寮
, 通学 は学生の 自主性に 任せ れ ぱ か しい(1)

よ い( 2 )
.

手性姉 ( 士) の 中に ‡成コ
ー ス の 差別 がある(1)

･

朝鮮学校 の 卒業生 が 看性 系大 学
' . 短大 .

有様宇検 を受食
. fe 逃が不 適切 な有性学の 教科書 を改訂す る必要 がある(1)

で き る動 きが広 ま つ て ほ しい( 2)
. 看捷学科 で 自然科学

.

人 文科学
.

社会科学の 3 分野か ら学
･ 現在の 看 捷教育 で は 医師 と対 等に 妊輸 で きる看捷婦 は青 べ 思考 が柔軟Iこ なつ た(l)

.畠忘主蒜i
'

( 士) 葦成 に‡任 を持 つ ベ き だ(2,
: 謂護持… 董詣毒謂笠設謂孟宗量怠

'

sR 穫 を 附 す
･ 看捷婦 ( 士) 学校

.

養成所 - の 男子の 入 学 を検討す る(2) る( り

:昆蔓妄雲量真吾碧空悪書蒜垂琵鮎妄妄
'

(5 ,
L い 1̀ ' .

誓謂雲霞詣嘉謂書苫㌍
朋 捷の 知 脈 伴 えた看 脚

･ 看捷 大学で 看捷短 大の 卒業生 以 外の 編入 学を放めな いの
ー 看株短大 を 4 年制大学に移 行す る(1 )

は 妥 当だ(1 )
, 合格発表で は 学生の プラ イ J くシ

ー

保株 に配慮す る必 要が あ
･ 大卒看 捷婦がも つ と 増え てほ しい(1)- る( り

･

医師や看 捷婦の 教育 が必要だ( . (2)
. 病慌 は看捷掃 く士) の 大学進学 を奨励する必要が あるo (l)

･

看捷婦の 研修で の 経廉 を いか に 現堵に 採 リ入れるか が大
. 看捷姉 を全EP の 先進的病院I = 派達する研拝(ま他 で も採 り入

4 -2 . 看 捷 婦
( 士) の 継続
教育 . 卒枚数
育( 5 ,1 .4 % )

事だ( り れると よ い( 1)

･ 入院 して 頼 リに な るの は 看捷 婦
.

助産 婦だ(3)
. 手 技妃録が あ つ たか ら こ そ医師を相手 にl O 年 も裁 判 し勝 5 . 有珠の 社会的価値

(1 3
,
3 .7 % )

:

.重慧警護至芸端笹萱誓空き孟工芸言,
td

-

い こ と

鷲敷…慧冨買芸芸重苦蓋照喜…∃…
･ 看捷は 人 を安楽 に するた め の もの だ(1 )

:Eg ,
'

請肇品%
o'

望讐漂孟i
=

.f <
i

Le告ぎ㌫=左るき一つ か け
､ ■
淵 f,

L て 枠 に は まつ た 紬 で なく普遍的 6 , 看捷と乗 鞍(3 .0 .9 % )

が あ る(1 )

｢ 今後 の在宅ケ ア の ため に 看護婦に も っ と権利や責任を

与える必要が ある｣ (1) , ｢ 病院 で の看護婦の地位が低す

ぎる｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護婦 (士) の報酬に関する論評 は, 2 記録単位で あ

り ,
｢ 女性が多い ため看護婦 (士) の 賃金は低く押さえ

られ て きた｣ (2) で あ っ た｡
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3 ) 看護制度

看護制度の カ テ ゴ リ は, 5 9 記録単位から形成され, 記

録単位総数の1 6 ,8 % に 該当した ｡ そ の 具体的論評内容は,

准看護婦 (士) 制度に関する論評, 看護士
･

助産士に関

する論評, 看護婦 (士) 国家試験に 関する論評の 3 種類

に分類で きた｡



准看護婦 (士) 制度に 関する論評は44 記録単位であり,

｢ 准看護婦 (士) 制度は廃止す べ きだ｣ (2 3) , ｢ 就業中の

准看護婦 (士) が看護婦 ( 士) 免許を取得で きる制度整

備を進める べ きだ｣ (4) , ｢ 准看護婦 (士) 制度は廃止す

べ き で はな い｣ (2) , ｢ 高校衛生看護科は存続する価値が

ある｣ (2) , ｢ 高校衛生看護科を廃止す べ きだ｣ (1) , 等

で あ っ た｡

看護士 ･ 助産士に関する論評は, 9 記録単位で あり ,

｢ 助産士制度を認める べ きだ｣ (5) , ｢ 助産士制度を認 め

る の は時期尚早｣ ( 1) , ｢ 性別 で判断するの で はなく適性

で 判断す べ きだ｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護婦 (士) 国家試験に関する論評は, 6 記録単位で

あり
,
｢ 国家試験に つ い て 検討す べ きだ｣ (2) , ｢ 国家試

験の 正解の 公表と誤りや不適切な問題 へ の対処は試験直

後に 行う べ きだ｣ (1) 等 で あ っ た｡

4 ) 看護教育

看護教育の カ テ ゴ リ は3 0 記録単位か ら形成され, 記録

単位総数の8 .5 % に 該当した｡ こ れ ら の 具体 的論評内容

は
, 看護婦 (士) 養成教育に関する論評と看護婦 (士)

の継続教育 ･ 卒後教育 に関する論評の 2 種類 に分類で き

た｡

看護婦 (士) 養成教育 に関する論評は2 5 記録単位で あ

り
,
そ れ ら は

,
｢ 通信教育や夜間制を導入して はどうか｣

(2) , ｢ 国は看護婦 (士) 養成 に責任を持 っ べ き だ｣ (2) ,

｢ 自分 で考える看護婦を育て る教育に し て はし い｣ (1) ,

｢ 看護大学で看護短大卒業生以外の編入学を認め な い の

はおかし い｣ (1) , ｢ 看護大学で 看護短大の卒業生以外の

編入学を認めな い の は妥当だ｣ (1) 等 で あ っ た｡

看護婦 (士) の継続教育 ･ 卒後教育に関する論評は 5

記録単位で あり
,
｢ 看護婦 (士) の 研修 で の 経験 を いか

に現場に採り入れるか が大事だ｣ (1) , ｢ 病院 は看護婦

(士) の大学進学を奨励する必要がある｣ (1) 等 で あ っ

た｡

5 ) 看護婦 (士) の社会的価値

看護婦 (士) の社会的価値の カ テ ゴ リは, 1 3 記録単位

か ら形成され, 記録単位総数の3 ,7 % に 該当 した｡ こ れ

ら の 記録単位は, ｢ 入院し て頼り に なる の は看護婦 ･ 助

産婦だ｣ (3) , ｢ 看護は人の命を扱う大事な仕事だ｣ (2) ,

｢ 看護は
一

般 の人 に は見えな い もの が見え ,
で き な い こ

とが で きる社会で大事な専門職だ｣ (2) , ｢ 看護記録があ っ

た か ら こ そ 医師を相手 に10 年 も裁判し勝訴 で き た｣ (1)

等 で あ っ た｡

6 ) 看護と宗教

看護と宗教の カ テ ゴ リ は, 3 記録単位か ら形成さ れ ,

記録単位総数の0 .9 % に 該当した｡ こ れ ら の記録単位は ,

｢ 看護は宗教との 関係抜き に考えられな い｣ (1) , ｢ ホ ス

ピ ス の 看護婦とし て枠 に はま っ た宗教で なく普遍的なも

の を求めた い｣ (1) 等 で あ っ た｡

3 .
カ テ ゴ リの 信頼性

ス コ ッ ト の 式 に よる カ テ ゴ リ へ の分類の
一

致率は, 74

% と81 % で あ り , 研究結果が信頼性を確保 して い る こと

を示した
9 )
｡

Ⅴ . 考 察

本研究の結果は, 新聞 にお ける看護に関する論評記事

が
, 看護実践, 看護婦 (士) の 労働環境, 看護制度, 看

護教育, 看護 の社会的価値 , 看護と宗教の 6 カ テ ゴ リを

形成するこ とを明らか に し, 社会 一

般 に お い て は, 看護

の こ れ ら 6 側面 に対する関心が存在するこ とを示した｡

ま た
,
6 側面 の 内, 看護実践, 看護婦 (士) の労働環境,

看護制度, 看護教育に関する論評 は意見や主張の対立が

み られ , 社会 の こ - ズ を反映した看護学教育の 展開に向

けて は, 看護 の目標に照らし, そ の専門的立場か ら意見

や主張を ア セ ス メ ン トする必要がある ことを示唆して い

る｡ 以下, 出現頻度も高く , 意見や主張に対立が見られ

た看護実践, 看護婦 (士) の労働環境, 看護制度, 看護

教育の カ テ ゴ リ に着目し, 看護学教育の課題を検討する｡

1
. 看護実践に対する関心 と看護学教育の課題

看護実践の カ テ ゴ リ を形成した記述カ テ ゴ リ は, 分析

対象とした全記録単位の約4 5 % を占めたo ま た, そ の 約

30 % は医療施設 にお ける看護実践 ･ 看護 ･ 看護婦 (士)

の質, 及 び, 診療報酬に関する論評で あり, こ の 内約3 0

% は看護婦 (士) の 態度に関する論評で あ っ た｡ こ れ ら

は, 看護実践の 中で もとりわけ医療施設に お ける看護実

践に対する関心が高く
,
そ の視線の多くが看護婦 (士)

の態度 に集ま っ て い る こ とを示す｡

看護婦 (士) の態度とし て論評の対象とな っ て い た の

は
, 看護婦 (士) の主体性, 自立性, 明るさ, 優 しさ ,

人間を理解, 尊重, 共感す る態度とい っ た
, 実践者と し

て の看護婦 (士) が当然備えて い る べ き態度に 関するも

の で あ っ た｡ 我が国 の看護学教育力 リキ ュ ラ ム に関する

研究
10)
は, 看護系大学 ･ 短期大学

･

専門学校が, 看護実

践 にお ける基本的能力とし て の看護学の専門的知識 ･ 技

能 ･ 態度 の育成を教育目的 ･

目標と して掲げて いる こと

を明らか に して い る ｡ こ れ は
, 我 が国の看護学教育機関

が
, 看護実践者と して の態度の育成を教育目的 ･ 目標と

して位置づ け, そ の 達成を目指した教育活動を展開して

い る ことを意味する ｡ しか し, 本研究の結果は, 看護婦

(士) の態度が, 肯定的評価や問題の 指摘と し て , 新聞

に お ける論評対象と な っ て い る こ とを示し て おり, こ の
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こ とばそ の背景に , 実践 に携わ る看護婦 (士) が 当然備

え て い る べ き態度を備え て い な い現状が存在する可能性

を示唆する｡ 今後, 教育機関に おける目的
･ 目標とそ の

達成結果で ある看護婦 (士) の態度の 間に ある矛盾の原

因を明らか に すると ともに , 時代 の変化に影響を受 けず

人々 が必要とする看護婦 (士) の専門的態度に 関する教

育の あり方を検討して いく ことば, 21 世紀 に お い て も重

要な看護学教育の課題で ある｡

2 . 看護婦 (士) の労働環境, 看護制度, 看護教育に対

する関心 と看護学教育の課題

看護婦 (士) の労働環境, 看護制度, 看護教育の各カ

テ ゴ リを形成した記録単位は, 分析対象とした全記録単

位の約1 0 % か ら30 % を占め , 3 カ テ ゴ リ全体の記録単位

数は全記録単位の 約50 % を占め た｡ ま た, こ れ ら の カ テ

ゴ リを形成した記録単位は, 例え ば, ｢ 二 交代制は看護

の質低下, 患者
･ 家族の 負担に なる｣ と ｢ 二交代制は患

者の安心に つ な が る｣ , ｢ 准看護婦 (士) 制度は廃止す べ

きだ｣ と ｢ 准看護婦 (士) 制度は廃止す べ き で はな い｣ ,

｢ 助産士制度を認める べ きだ｣ と ｢ 助産士制度 を認 める

の は時期尚早｣ の よう に , さ ま ざまな論点に 閲し, 意見

や主張の 対立が存在す る ことを示 した｡ こ の結果は, 香

護実践に次い で , 看護実践の支持基盤となる看護婦 (士)

の 労働環境, 看護制度, 看護教育 へ の 関JL ､ の 高さ と同時

に
,
そ れ らが どうある べ きか に関して は見解が

一

致 して

い な い こ とを意味する｡

専門職とは, ｢ 高度 に体系化され た専門的知識
･ 技術

に基 づく サ ー ビ ス を ク ライ ア ン トの 求め に応じて 独占的

に提供する職業で あり, そ の サ
ー ビ ス の 提供は営利より

も公共の利益を第
一

義的に重視して行い , その こ と に よ っ

て職務活動上の大幅な自律性と職業団体と して の自己規

制力を社会的に認められた職業範噂｣
11)
で あ る ｡ 看護婦

(士) の専門職性を確立するため に は, 看護婦 (士) 自

身が , 看護実践の支持基盤で ある看護婦 (士) の労働環

境, 看護制度, 看護教育の 整備
･

向上を自律的に担い ,

さ ま ざまな対立する意見や主張が存在する状況に あ っ て

も適切な方向性を見いだ して 進める ことが必要で ある｡

こ の よ うな看護婦 (士) の 労働環境, 看護制度, 看護

教育の整備 ･ 向上を自律的に担うため の基礎的能力を学

生に育成する こと は, 看護学教育に お い て 欠く こと の で

きな い教育目標で ある｡ こ の よ うな能力育成とい う視点

から
, 現在実施され て い る看護学教育力 リキ ュ ラ ム を評

価する こと, 及 び, そ の達成に向けた効果的な教育内容,

教育方法を探求する こと ば今後の課題で ある｡
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Ⅵ
. 結 論

1 . 新聞 にお ける看護に関する論評記事は, 看護実践,

看護婦(士) の 労働環境, 看護制度, 看護教育, 看護 の社

会的価値, 看護と宗教の 6 カ テ ゴ リを形成し, 看護 に閲

し これ ら 6 側面 に対する関心が存在する ことを示した｡

2
.
こ れ ら 6 側面 の 内, 看護実践, 看護婦( 土) の労働環

境, 看護制度, 看護教育に関し て は意見や主張が対立す

るもの も多く , 社会 の ニ
ー ズ を看護学教育 に反映して い

くため に は, こ れ ら の対立を看護の 目的に照らし専門的

立場から ア セ ス メ ン ト して い く必要が ある｡

3
. 看護婦 (士) の 態度に関する論評 は全体の約10 % を

占め, 背景 に看護婦 (士) が貝備す べ き態度を備えて い

な い現状が存在する可能性を示唆する｡ 教育機関にお け

る目的 ･ 目標とそ の 達成結果で ある看護婦 (士) の 態度

の 間に ある矛盾の 原因を明らか に し, 看護婦 (士) の専

門的態度に関する教育の あり方を検討する ことは, 2 1 世

紀に お い て も重要な看護学教育の 課題で ある｡

4 . 看護実践, 看護婦 (士) の労働環境, 看護制度, 看

護教育の整備 ･ 向 上を自律的に担うため の基礎的能力育

成は, 看護学教育に お い て欠くこ と の で きな い目標で あ

り, こ の よ うな視点に基づく看護学教育力 リキ ュ ラ ム の

評価, 及 び, そ の達成に 向けた効果的教育内容 ･ 方法 の

探求は今後の課題で ある｡
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